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１． 目的 

本研究の目的は、大学運動部において主将のどの

ようなリーダーシップが部員の適応感を高めるのか

を明らかにすることであった。 

 

２． 研究方法 

１）対象者 

大学女子運動部活動４団体（A部、B部、

C部、D部） 

２）調査方法 

吉村（2005a）のリーダーシップ尺度を基

に、主将のリーダーシップについて 20 項目

の質問をした。この尺度は「技術指導」、「人

間関係調節」、「統率」、「圧力」の４因子から

成り立っている。それぞれの項目について、

６段階評定で回答を求めた。 

また、吉村（2005a）の先行研究を基に、適

応感についても 20 項目の質問をした。この

尺度は「部活動への積極的行動」、「主将のリ

ーダーシップへの満足」、「部の雰囲気への満

足」の３因子から成り立っている。それぞれ

の項目について、６段階評定で回答を求めた。 

 

３）分析方法 

各リーダーシップ因子と各適応感因子でT

検定を用いて分析した。また、部活動ごと

に平均値を算出し、比較・分析する方法を

用いた。 

 

３． 結果と考察 

 １）主将のリーダーシップと適応感全体 

「人間関係調節」において１％水準で有意差

が見られ、「技術指導」において５％水準で

有意差が見られた。適応感はこれら 2つと関

係していると思われる。 

 

 ２）主将のリーダーシップと適応感因子 

「部活動への積極的行動」において、有意差

は見られなかった。「主将のリーダーシップへ

の満足」において、１％水準で「人間関係調節」、

５％水準で「統率」に有意差が見られた。「部

の雰囲気への満足」においては、１％水準で       

「人間関係調節」、５％水準で「技術指導」に

有意差が見られた。 

３）各部活動のリーダーシップと適応感 

   リーダーシップ因子の「技術指導」と「人

間関係調節」の平均が全体平均より高いA部、

B部の部員の適応感が高かった。 

 

４． 結論 

 本研究では、部員の適応感を高めるためには「人

間関係調節」が最も関係していることが明らかにな

った。また「技術指導」も並行して積極的に行って

いくことで、部員の適応感をさらに高めることにつ

ながることが明らかになった。しかし主将が「技術

指導」と「人間関係調節」を過度に行うと部員の自

主性が低くなり、適応感が低くなることが予想され

る。そのため、主将は部員の自主性を高められるよ

うなリーダーシップが必要であると考えられる。 
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